
４
月
20
日
、
中
央
社
保
協
と
全
日
本
民
医
連
の

主
催
で
、
国
会
行
動
・
院
内
集
会
、
厚
労
省
要
請

行
動
が
10
時
半
か
ら
行
わ
れ
、
昼
の
定
例
国
会
前

集
会
を
は
さ
み
16
時
ま
で
行
わ
れ
、
午
前
・
午
後

と
も
１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
10
時
半
か
ら
の
議
員
要
請
行
動
で
は
、
住

江
憲
勇
中
央
社
保
協
代
表
委
員
が
情
勢
報
告
を
兼

ね
た
開
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
国
会
議
員
要
請
行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

昼
休
み
の
定
例
国
会
前
集
会
を
経
て
、
午
後
１

時
半
か
ら
院
内
集
会
を
開
催
し
、
日
本
共
産
党
の

島
津
幸
広
衆
議
院
議
員
が
国
会
情
勢
報
告
を
行
い
、

全
日
本
民
医
連
の
林
事
務
局
次
長
が
、
介
護
保
険

を
め
ぐ
る
情
勢
と
取
り
組
み
報
告
、
米
沢
日
本
医

労
連
中
執
が
、
介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
め
ぐ

る
取
り
組
み
と
情
勢
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

各
地
か
ら
の
取
り
組
み
報
告
で
は
、
石
川
県
の

「
特
養
待
機
者
家
族
の
会
」
か
ら
介
護
保
険
の
も

と
で
の
実
態
や
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
介
護
保

険
制
度
の
更
な
る
改
悪
の
中
止
と
介
護
労
働
者
の

処
遇
改
善
を
求
め
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
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４
月
14
日
、
巣
鴨
駅
前
で
中
央

社
保
協
・
東
京
社
保
協
共
催
の
署

名
宣
伝
行
動
を
行
い
、
11
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

小
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

と
げ
ぬ
き
地
蔵
「
４
の
日
」
の
縁

日
に
向
か
う
人
混
み
は
引
き
も
切

ら
ず
、
宣
伝
カ
ー
か
ら
の
訴
え
に

立
ち
止
り
、
多
く
の
方
が
署
名
に

応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
今
病
気
に
な
っ
た
り
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
ら
生
き
て
い
け

な
い
」
「
こ
れ
以
上
、
医
療
や
介

護
が
改
悪
さ
れ
た
ら
大
変
だ
」
な

ど
、
署
名
に
応
じ
な
が
ら
切
実
な

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
各

弁
士
の
訴
え
に
立
ち
止
ま
り
、
う

な
ず
き
な
が
ら
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

昼
の
１
時
間
と
い
う
短
時
間
の

宣
伝
行
動
で
し
た
が
、
署
名
入
り

テ
ィ
ッ
シ
ュ
７
０
０
個
を
配
布
し
、

署
名
が
33
筆
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
の
宣
伝
行
動
は
、
５
月
１

日
（
日
）
10
時
か
ら
原
宿
駅
前
、

５
月
14
日
（
土
）
の
11
時
か
ら
12

時
半
の
予
定
で
巣
鴨
地
蔵
通
り
入

口
で
行
い
ま
す
。

４
月
19
日
、
戦
争
法
の
廃
止
を

求
め
る
「
２
０
０
０
万
署
名
」
へ

の
協
力
を
求
め
る
、
第
３
火
曜
日

の
い
っ
せ
い
宣
伝
行
動
を
池
袋
東

口
で
行
い
ま
し
た
。

署
名
の
訴
え
に
対
し
て
、
「
安

倍
さ
ん
は
国
民
の
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
戦
争
法
は
絶
対
ダ
メ
」

「
安
倍
政
権
は
早
く
や
め
さ
せ
る

べ
き
」
「
私
も
地
域
で
集
め
て
い

ま
す
」
な
ど
、
様
々
な
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
の
呼
び
か
け
に
応
え
た
署
名
宣

伝
行
動
に
は
、
11
団
体
28
人
が
参

加
し
、
署
名
が
60
筆
集
ま
り
ま
し

た
。



２
月
26
日
、
葛
飾
社
保
協
総
会

が
16
団
体
32
人
の
参
加
で
開
か
れ

ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
公

文
会
長
は
、
「
安
倍
首
相
は
新
年

度
予
算
で
、
戦
争
の
出
来
る
国
に

す
る
た
め
に
社
会
保
障
を
削
り
軍

事
費
を
増
強
さ
せ
、
国
民
生
活
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
政
策
を
進
め

て
い
る
」
と
安
倍
首
相
の
政
治
姿

勢
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

東
京
社
保
協
の
相
川
事
務
局
次

長
が
、
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て
医
療
・

介
護
問
題
を
中
心
に
情
勢
報
告
を

行
い
、
国
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
脅
か
し
、
新
た
な
負
担
を
押
し

付
け
る
「
社
会
保
障
制
度
の
総
改

悪
攻
撃
」
に
抗
す
る
運
動
を
進
め

よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

吉
野
事
務
局
長
は
、
消
費
税
増

税
や
戦
争
法
に
反
対
す
る
取
り
組

み
、
高
齢
者
懇
談
会
の
結
成
な
ど
、

地
域
の
人
達
と
の
共
同
し
た
活
動

や
、
い
の
ち
・
く
ら
し
・
雇
用
を

守
る
「
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
様
々

な
分
野
で
活
動
す
る
人
達
と
の
協

力
の
も
と
で
実
施
す
る
な
ど
、
頑

張
っ
て
活
動
を
展
開
し
て
き
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。
今
後
の
方

針
で
は
、
「
戦
争
法
」
廃
止
、
消

費
税
増
税
中
止
、
憲
法
９
条
・
25

条
を
活
か
し
社
会
保
障
破
壊
を
許

さ
な
い
運
動
を
地
域
か
ら
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
共
産
党
の
折
笠
区

議
が
、
区
政
報
告
を
行
い
、
区
の

総
合
事
業
を
批
判
し
、
子
ど
も
の

貧
困
問
題
な
ど
区
民
の
生
活
を
守

る
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
は
、
子
ど
も
の
貧

困
問
題
や
保
育
問
題
、
障
害
者
問

題
、
国
保
問
題
や
生
活
保
護
引
き

下
げ
に
反
対
す
る
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
、
総
括
・
方
針
・
決
算
・

予
算
、
新
し
い
体
制
を
全
体
で
確

認
し
終
了
し
ま
し
た
。

（
吉
野

五
郎

事
務
局
長
）

西
多
摩
社
保
協
は
、
こ
の
間
幹

事
会
前
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
３
月
は
、
健
生
会
社
保
組

織
課
長
の
岡
崎
い
ず
み
さ
ん
が

「
川
上
か
ら
川
下
へ“

地
域
医
療
・

病
床
機
能
の
再
編
”
と
は
」
と
題

し
て
報
告
、
医
療
機
関
が
現
在
お

か
れ
て
い
る
状
況
を
含
め
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

４
月
26
日
に
は
、
東
京
社
保
協

の
相
川
事
務
局
次
長
を
招
い
て
、

「
国
保
料
の
値
上
げ
は
命
の
切
り

捨
て
、
国
保
運
営
に
住
民
の
声
を

生
か
そ
う
」
と
題
し
て
、
国
保
の

都
道
府
県
単
位
化
問
題
の
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
、
６
月
に
は

「
安
倍
政
権
の
憲
法
改
悪
ス
ト
ッ

プ
」
大
学
習
会
を

、
窪
田
之
喜
弁

護
士
を
招
い
て
開
催
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

４
月
25
日
、
国
分
寺
労
政
会
議

室
で
高
齢
者
大
会
三
多
摩
地
域
実

行
委
員
会
と
代
表
世
話
人
合
同
会

議
が
開
催
さ
れ
、
18
地
域
か
ら
41

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

合
同
会
議
は
、
柳
林
子
代
表
世

話
人
の
司
会
で
行
わ
れ
、
主
催
者

挨
拶
を
畑
中
久
明
・
三
多
摩
実
行

委
員
長
が
行
い
、
東
京
実
行
委
員

会
副
実
行
委
員
長
の
福
井
典
子
さ

ん
が
東
京
実
行
委
員
会
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

三
多
摩
実
行
委
員
会
か
ら
、

「
今
地
域
実
行
委
員
会
活
動
で
何

が
必
要
か
」
と
題
し
て
小
嶋
満
彦

代
表
世
話
人
が
報
告
し
、
大
橋
光

雄
事
務
局
長
が
当
面
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
し
て
討
論
に
移
り

ま
し
た
。

討
論
で
は
、
参
加
し
た
18
地
域

全
て
か
ら
、
現
在
ま
で
の
地
域
実

行
委
員
会
の
結
成
状
況
や
高
齢
者

大
会
へ
参
加
目
標
や
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
、
５
月
23
日
に
開
催
さ

れ
る
「
三
多
摩
高
齢
者
の
つ
ど
い
」

を
高
齢
者
大
会
の
成
功
と
三
多
摩

地
域
の
高
齢
期
運
動
の
総
決
起
の

場
と
し
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
を
全

体
で
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。
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４
月
23
日
、
「
私
た
ち
が
求
め
る
医

療
・
介
護
を
実
現
す
る
会
（
仮
称
）
」

が
主
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
東
京

労
働
会
館
の
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
会
場
溢
れ
ん
ば
か
り
の
１
３
７
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

始
め
に
、
芝
田
英
昭
立
教
大
学
教
授

が
、
「
医
療
・
介
護
（
社
会
保
障
）
改

革
へ
の
基
本
的
な
視
点
」
と
題
し
て
記

念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
安
達
智
則
さ
ん

（
自
治
体
問
題
研
究
所
）
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
進
め
ら
れ
、
①

「
東
京
都
地
域
医
療
構
想
策
定
部
会
の

経
過
と
課
題
」
を
都
庁
職
病
院
支
部
の

大
利
英
昭
書
記
長
、
②
「
都
民
と
保
険

医
を
取
り
巻
く
社
会
保
障
制
度
の
実
態
」

を
東
京
保
険
医
協
会
理
事
の
細
田
悟
医

師
が
、
③
「
私
た
ち
が
求
め
る
医
療
・

介
護
―
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
現
場
か

ら
」
を
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
千
住

の
石
田
美
恵
所
長
の
３
人
か
ら
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
の
地
域
医
療
構
想
で
は
、
10

回
の
部
会
を
経
て
３
月
30
日
に
医
療
構

想
骨
子
案
が
ま
と
ま
っ
た
。
し
か
し
、

必
要
病
床
数
を
二
次
医
療
圏
毎
に
算
定

す
る
こ
と
が
主
な
議
論
の
場
と
な
り
、

本
来
議
論
す
べ
き
「
医
療
と
介
護
」
の

た
め
に
必
要
な
「
将
来
あ
る
べ
き
医
療

提
供
体
制
の
実
現
」
に
向
け
た
議
論
は

「
な
お
ざ
り
」
に
さ
れ
た
部
会
だ
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
。

現
時
点
で
の
不
足
病
床
数
は
１
０
３

５
６
床
で
す
が
、
必
要
病
床
数
の
達
成

に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
や
連
携
に
つ

い
て
は
、
二
次
医
療
圏
毎
に
設
置
さ
れ

る
「
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
で
議

論
さ
れ
、
平
成
29
年
度
末
ま
で
に
策
定

さ
れ
る
「
第
７
期
保
険
医
療
計
画
」
に

具
体
的
に
盛
り
込
ま
れ
る
予
定
で
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
医
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て

は
、
東
京
保
険
医
協
会
が
実
施
し
た
患

者
受
診
状
況
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
報

告
が
さ
れ
、
介
護
問
題
で
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
立
場
か
ら
、
具
体
的
な

ケ
ー
ス
に
基
い
た
リ
ア
ル
な
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
東
京
民
医
連
が

「
手
遅
れ
死
亡
事
例
」
の
概
要
報
告
、

広
尾
病
院
の
青
山
移
転
計
画
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
９
日
、
全
労
連
会
館
ホ
ー
ル
で

生
存
権
裁
判
を
支
援
す
る
全
国
連
絡
会
・

同
東
京
連
絡
会
と
中
央
社
保
協
の
主
催

で
「
朝
日
健
二
さ
ん
を
語
る
会
」
が
開

か
れ
１
２
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
は
、
新
井
章
さ
ん
（
元
朝
日
訴
訟

主
任
弁
護
士
）
が
開
会
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
生
存
権
裁
判
を
支
援
す
る

全
国
連
絡
会
の
井
上
英
夫
会
長
が
、

「
人
間
裁
判
と
朝
日
健
二
―
今
改
め
て

朝
日
訴
訟
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
ミ
ニ
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
朝
日
茂
さ
ん
が
生
活
保
護

費
の
増
額
を
国
に
要
求
し
て
た
た
か
っ

た
朝
日
訴
訟
を
、
朝
日
健
二
さ
ん
が
継

承
し
て
た
た
か
っ
た
足
取
り
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ー
カ
イ
ブ
が
取
り
上
げ
た
映
像
の
上

映
や
、
小
川
政
亮
日
本
福
祉
大
学
名
誉

教
授
な
ど
各
界
の
参
加
者
か
ら
、
朝
日

健
二
さ
ん
へ
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
今
、
朝
日
茂
さ
ん
が
訴
訟
を
起
こ

し
た
当
時
と
酷
似
し
て
い
る
」
と
病
の

中
で
も
全
国
か
ら
の
講
演
要
請
に
応
え

て
「
権
利
は
た
た
か
う
者
の
手
に
あ
る
」

と
訴
え
続
け
た
朝
日
健
二
さ
ん
の
思
い

を
継
承
す
る
決
意
を
固
め
合
う
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
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